
代
表
質
問

循
環
型
地
域
社
会
の
構
築
に

循
環
型
地
域
社
会
の
構
築
に

向
け
た
具
体
的
施
策

向
け
た
具
体
的
施
策

問 

　

循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、地
域
住
民
の
理
解
と
参
加
が
不
可
欠
で
す
。

　

住
民
が
主
体
的
に
参
画
す
る
た
め
の
施
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

人
口
減
少
が
進

む
社
会
で
は
、
有
限
な
資
源
を
活
用
し
、
地

域
の
課
題
を
地
域
で
解
決
す
る
循
環
型
社
会

の
構
築
が
必
要
で
す
。

　

第
１
次
山
武
市
総
合
計
画
で
提
唱
さ
れ
た

「
協
治
」の
精
神
を
引
き
継
ぎ
、
令
和
５
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
第
３
次
計
画
で
は「
協
働
と
交
流

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
を
通
じ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
連
携
し
、
課
題
解

決
に
向
け
た
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
取
組
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
口
急
減
社
会
に
お
け
る

人
口
急
減
社
会
に
お
け
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方

問 

　

人
口
減
少
が
進
行
す
る
中
で
、
地

域
住
民
の
ニ
ー
ズ
も
変
化
し
て
お
り
、
効
率

的
か
つ
効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
下
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ

う
に
維
持
・
向
上
さ
せ
る
の
か
、
具
体
的
な

計
画
が
あ
れ
ば
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

か
つ
て
、
公
の

施
設
の
管
理
は
、
行
政
や
地
方
公
共
団
体
の

出
資
法
人
な
ど
限
ら
れ
た
主
体
の
み
が
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
15
年
度
か
ら
指
定
管

理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
、
民
間
事
業
者
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
多
様
な
住

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
令
和
６
年
度
に
28
施
設（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
１
施
設
、
社
会
福
祉
法
人
７
施
設
、

企
業
等
20
施
設
）で
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
法
改
正
の
趣
旨
を
考
慮
し
、
既
存
施

設
へ
の
指
定
管
理
者
導
入
を
進
め
、
新
規
施

設
に
つ
い
て
も
直
営
で
な
い
場
合
は
指
定
管

理
者
制
度
の
活
用
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

神
経
発
達
症
対
応
に
つ
い
て

神
経
発
達
症
対
応
に
つ
い
て

問 

　

乳
幼
児
健
診
に
お
い
て
、
神
経
発

達
症
の
疑
い
、
ま
た
は
診
断
さ
れ
た
子
ど
も

達
の
保
護
者
が
抱
え
る
ス
ト
レ
ス
の
要
因
は
、

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
周
囲
の
視
線
や
孤
立
感
か

ら
、
受
診
を
た
め
ら
う
保
護
者
も
い
る
中
、

そ
う
し
た
子
ど
も
達
を
対
象
と
す
る
健
診
の

実
施
に
つ
い
て
、
本
市
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

保
健
福
祉
部
長　

現
在
、
神
経
発

達
症
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
乳
幼
児
健
康

診
査
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
幼
い
年
齢
で
の
診
断

例
が
少
な
く
、
保
護
者
の
受
け
止
め
状
態
を

確
認
し
、
対
象
者
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
た
め
で
す
。

　

一
方
で
、
地
区

担
当
保
健
師
に
よ

る
継
続
的
な
相
談

支
援
を
通
じ
、
個

別
の
事
情
が
把
握

で
き
る
よ
う
保
護

者
と
の
対
話
に
努

め
て
い
ま
す
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

災
害
対
策
に
つ
い
て

問 

　

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
活
用

状
況
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
は
、
地
域
に
お
け
る
避
難
行
動
要
支
援

者
の
情
報
と
し
て
、「
誰
が
」、「
ど
こ
に
」、「
ど

の
よ
う
な
状
態
」で
い
る
か
を
平
時
か
ら
掌

握
す
る
こ
と
で
、
災
害
時
の
避
難
の
一
助
と

な
る
よ
う
、
区
や
自
主
防
災
組
織
、
民
生
委

員
等
の
支
援
者
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
者
か
ら
、
名
簿
と
実
情
が
異
な
る
こ

と
に
指
摘
が
入
る
な
ど
、
名
簿
の
活
用
を
感

じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
ど

の
程
度
、
名
簿
が
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、

詳
細
は
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

問 

　

自
主
防
災
組
織
の
防
災
計
画
の
実

効
性
に
つ
い
て
、
現
状
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

平
成
30
年
度
以
降
に

設
立
さ
れ
た
自
主
防
災
組
織
の
防
災
計
画
は
、

消
防
防
災
課
に
お
い
て
、
そ
の
実
効
性
が
確

認
さ
れ
、
地
区
防
災
計
画
と
し
て
活
用
可
能

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

問 

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
年
々
増

加
し
て
お
り
、「
山
武
市
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
協
議
会
」の
役
割
は
重
要
と
考
え
ま
す
が
、

市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

本
協
議
会
は
、

猟
友
会
、
農
業
委
員
会
、
農
協
、
共
済
組
合
、

県
農
業
事
務
所
、
農
業
者
、
鳥
獣
保
護
員
お

よ
び
市
職
員
で
組
織
さ
れ
、
野
生
鳥
獣
に
よ

る
農
作
物
な
ど
の
被
害
状
況
を
把
握
し
、
対

策
を
的
確
に
行
う

こ
と
を
目
的
に
設

置
し
て
お
り
、
各

団
体
の
連
携
強
化

や
効
果
的
な
被
害

防
止
対
策
に
つ
な

が
り
、
有
害
鳥
獣

の
捕
獲
に
大
変
重

要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】▼
子
ど
も
の
社
会
参
加
▼

認
知
症
施
策
▼
誰
も
が
投
票
し
や
す
い
環
境

づ
く
り（
投
票
支
援
カ
ー
ド
の
導
入
）▼
介
護

人
材
の
確
保
▼
外
国
籍
生
徒
の
日
本
語
教
育

▼
地
区
防
災
計
画
策
定
と
訓
練
実
施
へ
の
支

援
▼
有
害
鳥
獣
駆
除
実
施
隊
の
設
置

公明党 公明党 深深
ふかふか

沢沢
ざわざわ

　 　 誠誠
まことまこと

 議員 議員
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関
連
質
問

子
ど
も
の
社
会
参
加
に
つ
い
て

子
ど
も
の
社
会
参
加
に
つ
い
て

問 

　

子
ど
も
や
若
者
の
意
見
を
聴
く
こ

と
で
、
大
人
で
は
気
づ
け
な
い
、
地
域
の
実

情
に
即
し
た
政
策
を
生
み
出
す
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
が
、「
子
ど
も
達
の
社
会
参
加
」に

つ
い
て
方
向
性
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
長　

子
ど
も
達
が
社
会
に
参

加
し
て
い
く
た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
養
う

た
め
、例
え
ば
、中
学
校
の「
ふ
る
さ
と
学
習
」

で
は
、
市
の
課
題
解
決
の
た
め
の
提
案
を
校

外
の
大
人
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
験
は
、
子
ど
も
達
が
社
会

の
担
い
手
と
し
て
成
長
す
る
う
え
で
大
き
な

一
歩
に
な
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
、
取
組

を
一
層
充
実
し
、
社
会
参
加
の
基
盤
と
な
る

「
生
き
る
力
」を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

問 

　

国
が
行
う
必
要
経
費
の
支
援
や
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
派
遣
等
を
活
用
し
、
子

ど
も
達
の
意
見
を
反
映
で
き
る
新
た
な
事
業

展
開
を
期
待
し
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ほ
か
、

中
学
生
の
職
場
体
験
や
イ
ン
タ
ー
ン
な
ど
、

既
存
の
取
組
を
活
用
し
な
が
ら
、
子
ど
も
や

若
者
の
意
見
を
ま
ち
づ
く
り
に
結
び
つ
け
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

認
知
症
施
策
に
つ
い
て

認
知
症
施
策
に
つ
い
て

問 

　

認
知
症
に
関
す
る
知
識
お
よ
び
認

知
症
の
方
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の

取
組
強
化
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

保
健
福
祉
部
長　
「
新
し
い
認
知

症
観
」の
理
解
促
進
は
、
認
知
症
施
策
推
進
計

画
の
重
点
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
現

状
行
っ
て
い
る
理
解
促
進
の
た
め
の
各
事
業

を
進
め
な
が
ら
、
地
域
の
方
や
ご
本
人
、
ご

家
族
と
協
力
し
、一
層
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

誰
も
が
投
票
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

誰
も
が
投
票
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

問 

　

投
票
所
に
お
け
る
高
齢
者
や
障
害

者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
投
票
支
援
カ
ー
ド
」お

よ
び「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
」の
導

入
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
課
長　

代
理
投
票
や
点
字
投

票
を
求
め
る
意
思
表
示
の
ほ
か
、「
は
い
」や

「
い
い
え
」を
指
で
指
し
て
行
う
意
思
表
示
な

ど
、
事
務
従
事
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
お
い
て
、
支
援
ツ
ー
ル
の
導
入
は
効
果

的
だ
と
考
え
ま
す
。

問 

　

視
覚
障
害
者
の
自
力
記
名
が
可
能

と
な
る「
投
票
用
紙
記
入
補
助
具
」の
導
入
予

定
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
課
長　

周
知
期
間
な
ど
を
十

分
確
保
し
な
が
ら
、
次
年
度
の
導
入
を
目
途

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

外
国
籍
生
徒
の
日
本
語
教
育

外
国
籍
生
徒
の
日
本
語
教
育

問 

　

外
国
籍
生
徒
の
日
本
語
指
導
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
部
長　

別
教
室
で
個
別
に
指

導
す
る
方
法
と
、
生
徒
が
在
籍
す
る
学
級
内

で
指
導
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

別
教
室
で
の
指
導
は
、
個
々
の
習
熟
度
に

合
わ
せ
た
内
容
や
回
数
を
行
い
ま
す
。

　

学
級
内
で
の
指
導
は
、
教
員
や
支
援
員
に

よ
る
言
葉
の
支
援
の
ほ
か
、
友
達
同
士
で
教

え
合
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
双
方
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
外
国
籍
・
日
本
国
籍
の
生
徒
が
お
互

い
に
、
よ
り
良
い
学
習
と
な
る
よ
う
工
夫
し

て
い
ま
す
。

問 
　

外
国
籍
生
徒
の
高
校
受
験
に
つ
い

て
対
応
策
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
部
長　

現
在
、
中
学
３
年
生

の
外
国
籍
生
徒
で
高
校
進
学
を
希
望
す
る
生

徒
は
、
８
名
い
ま
す
。
受
験
支
援
と
し
て
、

進
路
説
明
会
を
外
国
籍
生
徒
と
保
護
者
向
け

に
別
途
開
催
し
、
学
校
の
紹
介
や
手
続
方
法

を
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

試
験
対
策
と
し
て
、
読
み
書
き
や
計
算
の

指
導
に
加
え
、
個
別
に
面
接
や
作
文
の
指
導

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
心
理
的
支
援
と
し
て
、
シ
ン
ハ
ラ

語
や
タ
ミ
ル
語
が
堪
能
な
教
育
委
員
会
職
員

が
学
校
を
訪
問
し
、
生
徒
と
の
会
話
や
必
要

に
応
じ
て
個
別
面
談
を
行
う
な
ど
、
一
人
一

人
に
寄
り
添
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

問 

　

今
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
多
文
化
共
生
の
社
会
が
重
要

で
あ
り
、
本
市
で
は
外
国
籍
の
子
ど
も
達
が

カ
ギ
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

日
本
語
習
熟
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
外

国
籍
生
徒
が
多
く
在
籍
す
る
山
武
地
域
に
日

本
語
指
導
の
公
営
塾
開
設
を
提
案
し
ま
す
が
、

市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
部
長　

外
国
籍
児
童
生
徒
が

日
本
語
を
無
料
で
学
べ
る
場
と
し
て
、「
日
本

語
交
流
会
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
交
流
会
は
、

指
導
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
で
き
る
場

所
と
し
て
、

Ｊ
Ｒ
成
東
駅

周
辺
で
実
施

し
て
お
り
、

現
在
の
と
こ

ろ
、
山
武
地

域
で
の
開
設

は
難
し
い
状

況
で
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】▼
介
護
人
材
の
確
保

公明党 公明党 市市
いちいち

川川
かわかわ

  陽陽
ようよう

子子
ここ

 議員 議員

公明党 公明党 長長
はは

谷谷
せせ

部部
べべ

  竜竜
りゅうりゅう

作作
さくさく

 議員 議員
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